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平成２７年度 地域の皆様と学校職員との懇談会 実施報告 

 

１ 日  時  平成２７年１０月２７日（火）15時40分～17時10分 

２ 場  所  長野南高等学校 会議室 

３ 参加者数  更北地区民生児童委員31名（含む＊1）   川中島地区民生児童委員7名（含む＊1） 

       川中島地区長会2名（含む＊1）      更北地区青少年育成部会 1名  

長野南交通安全協会稲里分会支部長 1名   防犯協会小島田地区会長1名  

長野南高校 ＊学校評議員 1名（計5）    長野南高校ＰＴＡ役員3名（含む＊1） 

〃  教職員 8名           計55名 

４ 次第 

① 開会のことば 

② 学校長挨拶 

平成 15 年度から地

域の皆様との懇談会を

開催し、我々が気が付

かないところをご指摘

いただいて、魅力ある

学校づくりに活かして

いただいております。

さて、御嶽海の入幕が話題となっております。郷土の力士の活躍が我々の励みとなっているように、長野南高校

も地域の皆様にとって励みとなる存在になれるよう努力してまいりますので、忌憚のないご意見をお願いしたい

と存じます。 

③ 更北地区民生児童委員協議会代表挨拶（中澤惇夫様） 

更北子どもフェスティバルでは南高の生徒さんにボランティアに来ていただき、有り難く思っております。本

日の懇談会では、地域にとっても学校に取っても生徒にとっても保護者にとっても有益なものとなるよう忌憚の

ないご意見をお願いします。過日の南稜祭では、文化部の発表と各学年の研究発表が充実しており感心した。高

２の生徒から選挙権の行使ができるようになりますが、高校の７割近くが模擬投票が未実施という。他にも、国

際的な人材育成から貧困問題への対応にいたるまで、学校を取り巻く環境が厳しくなってきております。学校の

課題を地域の皆さんと情報共有し、地域も学校も相乗効果で良くなっていくことを願っています。 

④ 更北地区住人自治協議会青少年育成部会長挨拶（松田芳裕様） 

南高校がより良い方向に進むようお願いしたい。過日の公開授業では、２年生の数クラスはちょっとお疲れか

なという部分もあったが概ねはしっかりと取り組んでいた。校舎内は非常にキレイであったが、いくつかの教室

ではペットボトルが床に落ちていた。マンガが机上に置いてある教室もあった。挨拶は非常に良く出来ていて、

私のような外部の者にも挨拶をしてくれて、また生徒同士でも挨拶をしていて、感心した。更北子どもフェステ

ィバルでは、南高の茶道部の生徒さんに参画いただき、美術部の模造紙ポスターも好評で、借用をお願いしてき

た団体もあった。稲里子ども祭りでは、軽音楽部の生徒さんの演奏も大変好評だった。地域と学校がいかに触れ

合っていくか、通学時の状況も含めて意見交換をお願いしたい。 

⑤ 学校概要説明（各係主任） 

・教務係（伊東） ・生徒指導係（高木） ・進路指導係（山崎） ・生徒会係（市村） ・渉外係（青木） 

⑥ 意見交換～長野南高校に望むことという観点から～ 

・自転車のマナー（並列走行）については、数年来とても改善が見られており、先生方のご指導が奏功している

と感じている。一番心配なことは、スマホ・インターネットの普及で、とりわけ中学生のコミュニケーション

スキルの低下していることである。 

・自転車の交通安全関係では、とにかく啓発に力を入れている。年度末には啓発のためのクリアファイルや携帯

ＬＥＤライトと配布している。交通安全意識の啓発にご活用いただきたい。 

・校舎内がきれいでびっくりした。汚れの放置は犯罪に繋がっていくので、これからも行き届いた清掃を維持し
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ていただきたい。防犯としても、地域の安心安全は地域が守ります。マイナンバー制度について、長野市の広

報（10・11月号）を参考にして生徒さんにも説明をお願いします。 

・娘が御校の第１期生でした。かつては問題行動があったが、本日、生徒たちのとても温かい会話や挨拶に触れ

て、とても良いと思った。 

・新聞記事によれば、進学校と中堅校との学習時間の比較では、2年次から 

大きく差が出てくる。また、１日30分以下の勉強時間の比較でも、3年生 

になると本当に大きな差が生じる。肝心なことは、高校前半期にいかに学 

習習慣をつかるかということと、学習意欲が高まるような場をいかに作る 

か（仲間の存在）ということかと考える。 

回答：本校でも３年になって学習時間が著しく伸びている生徒がおります。 

・三番目の娘が御校の第１期の卒業生です。在学中は一度も保護者会には  

参加できませんでしたが、娘は本当に活き活きと高校生活を送っていまし 

た。親としては安心感があり、南校は明るい学校という思いがあります。 

ネットもスマホもなくいい時代でした。高校時代は生涯にわたる友だちが 

できるときであり、仲間と切磋琢磨して成長すると思います。時代は変わ 

っても子どもたちの心は変わっていないと思います。明るく活き活きと自主性を持てるような学習環境づくり

をお願いします。 

・いじめについて、子どもが情報発信をしているのに担任は受け留めてやれずに、自殺に追い込まれたというこ

とであった。南高校ではどのようにいじめを把握し対応しているのか？  

回答：いじめが多発する時期は、５月と８・９月で、本校ではどうしてこんなにもという意見もあるが、年に５

回のいじめ調査を行い早期対応に努めている。 

・自転車通学が多い現状から、自転車のブレーキ、ハンドル等の不正改造で危険な状況の自転車はないか？あれ

ば直ぐに回復させて欲しい。また、保険の加入状況についての指導、チェックはどうですか？高額保障時代で

す。万一に備えて下さい。悩み事相談もされておられるようですが、その悩みは本人だけの問題と親、家庭等

も関わっている場合もあると思う。三者の懇談で早期解消は大事です。より強力に進めて欲しい。中途退学は

ないのですか？どうして退学するのか、徹底的に要因を掴み、せっかく入学した学校を辞めることには本人が

一番苦しんでいると思うので、どうにもならなくなる前に解決して行って欲しい。挨拶は人間関係のコミュニ

ケーション（潤滑油）です。朝起きてから夜寝るまで、一日は様々な挨拶の連続です。まず家人とそして地域

の人、そして学校の皆さんと、そして帰りも休日も誰とでも笑顔で挨拶ができるように指導して下さい。何回

挨拶しても口は減りません。特に校外では挨拶が大事かと思います。 

回答：交通安全週間を中心に、係職員が毎朝駐輪場に立って、自転車の整理整頓から指導している。まだ数台、

いわゆるカマキリハンドルも見受けられるが、ステッカーから生徒を割り出し、粘り強く改善指導をしている。

保険は加入させている。 

・地元に帰ってきて働くことの意義を生徒に教えていっていただきたい。ところで、高齢者施設へのボランティ

ア活動は行っているのか？高校生レベルになると、更北地区単位の大きな組織では参加されているが、各個人

の生活をしている地区組織（自治会等）へは参加がほとんどない。特に高齢者への生活支援をして欲しいと思

います。①お茶呑みサロンどの話し相手②休日に農作業支援等。 

回答：生徒会では通年で週１回の施設訪問を行っている。合唱部や吹奏楽部も高齢者施設にボランティアに行っ

ている。 

・今井駅からのバスについては、そもそもこの学校は地元の区長会が県に高校設置を申請してできた学校なので、

バス路線の開設を含めて、地域の皆様のお力をお借りしたら可能なのかも知れないと考えている。 

⑦ 本日のまとめと川中島地区民生児童委員協議会代表挨拶（平栗美保子様） 

先生方の愛情により、生徒さんは明るく自分自身に肯定的であると感じている。自分に肯定的になれない人が

他者を尊ぶことはできないものであり、先生と生徒との信頼関係の構築が何よりも大切であり、南高校ではそれ

が実現できていると感じるので、さらに地域に信頼される学校となるよう願っている。 

⑧ 閉会のことば 

 

日本経済新聞10／5（月） 
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地域の皆様 

遅くまで有難う 

ございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪懇談会終了後に文書でいただいた意見・感想等≫ 

・学校の現況を聞き、ビックリというか安心というか、いい勉強になりました。先生方がこんなにやってくれて

いるのかと、安心します。それと資料と見て、いい信頼ができていると思います。現状を継続していただけれ

ばと思います。それでも２点お願いします。①進学校ではなくスポーツ強化学校でもない、というと、とかく

子供たちは目標を設定するのが難しいかと思います。中間層が多い、ニーズが多様で、先生たちも大変だとは

思いますが、子どもたちがこの学校を卒業できて良かったと将来思えるような指導をして欲しいと思います（部

活、学校行事、ボランティア等々）。②やはり社会に出てからは、ルールを守るかマナーが大事だと思いますの

で、各種行事等を通して、また学習を通してこのことを指導して欲しいと思います。 

・昨年度の先生方の意気込みが変わっている気がしました。先生の気持ちが生徒に伝えられるからです。惰性の

教育者でなく、心を入れてご指導願います。私たちも何ができるか懸命に考えてみます。環境に子は育つと言

われていることを再度考えてみたいと思います。 

・選挙権が18歳からという時代、まさに高校生は大人としての側面を持ち、また個人差も含めて考えれば、まだ

まだ子どもの側面を持つという年齢。それだけに日常的な指導の大切さを感じます。そのような中で、南校は

私たちの地域にとってまさにそれと同等の思いを持てる存在だと思います。学習指導、生徒指導、進路指導に

おいても、特に大きな問題は見られない。何か一つ生じると、そのことが大変大きく取り上げられます。何か

生じないと取り上げられません。しかし特別に大きな問題が見られないということは、実に特筆すべきことな

のではないでしょうか。挨拶もよくできる、生徒同士の間にきわめて穏やかな雰囲気が保たれている、授業が

成立している、いじめや非行等とくに取り上げられるようなことがない、生徒会、クラブ活動等において素晴

らしい成果が上げられている、南校は私たち地域の誇りとなっていると思います。校長先生はじめ諸先生方の

たまものでございます。重大な自転車事故等の増加、子どもの貧困の増加等、様々な問題がある現在、どうか

今までのようなご指導を継続、さらには時代の流れに即した変容の受け入れ等、充実されますことを祈ってお

ります。「いじめ」はないのではなく、ある、「いじめ」に気づいていない、見抜いていないという認識で日常

のご指導をお願いします。 

・ボランティアとか部活動などで、地域等の関係が深まれば良いと思います（老人ホームなどの訪問、地域行事

に参加など）。 

・初めて貴校に寄せていただきました。生徒さんが庭を掃き清めて下さっていて、とても気持ちよく玄関をくぐ

らせていただきました。９０％近くが自転車通学（利用）ということは驚きでした。交通量の激しい時代、大

変なことだなと感じました。これからも地域に誇れる高校であるよう願っております。 

・生徒の今井駅からの通学路に住んでいます。最近は気になる自転車の乗り方などはあまり見受けられません。 

・自転車通学の人は時間に余裕をもってスピードを出して走らないようにしてもらいたい。 

・近くに高校生がおりませんので様子が分かりませんが、お話を聞かせて頂いて、生徒が前向きに生活できるよ

うご努力いただいていること、うれしく思います。地域の学校として向上していきますよう、お願いいたしま

す。 

・初めて参加させていただきました。いろいろな意見をお聞きし、大変参考になりました。南稜通信に校長先生

の書かれた“根を張れ”の文に、外観でなく内側を磨けとありました。生徒達だけでなく誰にも当てはまるこ
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とだと思います。個々の持つ隠れた才能を見出し、伸ばしていただけたらと思います。来年孫が中学生になり

ます。一緒に公開授業の参観に行きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自転車事故の話が出ましたが、私も自転車通勤をしていますので、日本無線の職員増による交通状況の変化に

戸惑っている一人です。同じ時間帯に歩行者増、自転車増があります。交差点の信号で止まっていると、一斉

に走り出す、歩き出すので、自転車がどうしても幅広く走らせることになります。「急がず人の後についてもい

い」という発想がないと難しいかなと思います。企業や住民それぞれの交通安全指導が必要かと思います。学

校だけでは難しいと思いますので、警察、安協etcの協力が必要かと思います。 

・どうしても車で動くことが多く、子ども達に会うことはあまりありませんが、たまに会うことがある生徒は自

分から声掛けをしてくれ、とても嬉しく思います。昔はと思うと、ずいぶん変わったと思います。これからも

宜しくお願いいたします。 

・自転車通学が心配である。２列３列の運転、プレーヤー等、交通ルールを守ることが必要であるのでご指導願

いたい。更北、川中島、篠ノ井、松代、千曲市の集まりに力を入れて、ＪＲ駅からスクールバスの運行ができ

るように、地域の協力が得られる努力を期待したい。 

・先生方の熱意により安心して子供たちを通学させることができると思いました。地元に高校があると地域的に

もとてもメリットがあります。交通の便は行政とともに考えなければいけないと思います。文化祭が盛況でし

たが、展示物の誤字が気になりました。教室ごとに一人でも担当者（説明）がいると、もっと興味をもてた様

に思います。 

・いろいろ考えておられると思いますが、自転車通学での事故防止、加害者になると保障が大変である。 

・１８歳選挙権を認めることは同時に飲酒喫煙の問題が発生すると思います。国が許可しても校則では許される

ことではないと思いますが、危なっかしい年代に難しい問題に直面する訳ですが、高校側のご指導、ご家庭で

の導き方が大変重要になると思います。国立大学の入学定員減、文系をなくすとか言われています。高校の先

生方ご苦労様でございます。 

・学習しやすい良い環境にあります南校にぜひ大勢の生徒さんに来ていただけるよう、今井駅からのスクールバ

スを考えていただけたらと思います。自転車通学の生徒さんが多いとのことですが、くれぐれも安全に運転し

ていただくことをお願いしたいと思います。 

・やりたいことがあって普通高校の南校に入る生徒さんもおられるでしょうが、大多数はたぶん中学での成績で

入って来る生徒さんと思います。彼らは入学してしまえば、目標を達成したことにより満足してしまうのでは

ないかと考えます。したがって、先生からも話がありましたが、これら大多数の生徒さんに将来への目標をは

っきりと持たせ、３年間それに向かって行動するようにご指導をお願いしたい。 

・生徒指導の先生の話、目標を持つことが高校生活を充実させるという方針は素晴らしいと思います。大学進学

も就職希望も混在する南高では、特に重要なテーマと考えます。登下校については駅からのスクールバス運営

を企画し、県、業者に協議し実現させて欲しいと思います。挨拶は相手から返答を期待するのではなく、自分

を知ってもらう行動なので、ぜひ推進して欲しいと思います。 

・自転車の乗り方について、講習会も良いが是非通学の現場を見てそこで指導して欲しい。現場を見れば実態が

よくわかる。 

・高校生の今の姿を感じたいので、授業参観と懇談会を一緒に開いていただけるような日程調整をＨ２８年度は

していただきたいです。生徒さんの前向きな意思を支えるのは教師の意志の一致、柔軟で温かい先生方の思い
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だろうと思います。休める時はしっかり休み、先生方が余裕のある日々を過ごしていただければと切に思いま

す。 

・コミュニケーション能力が希薄になり、人と人とのつながりが難しい情勢である。まず家庭、地域でのコミ

ュニケーションをとる、これは挨拶が一番大切である。「オアシス運動」○オお早う○アあいさつ○シしんせつ○スすみ

ません。自転車での事故の怖さを知ってもらうこと。いじめは早目に芽を摘むことが大事、しっかり取り組む

ことが大切である。 

・本日、入口から入ってすぐ、女生徒さんがたくさんいたしたのですが、みなさんそれぞれ挨拶をして下さり、

ほっとする温かさを感じました。義務的な対応ではなく、自然に口々に「こんにちは」を言って下さり、感心

しました。気持ちが良いものですね。今井駅からのスクールバスは出ませんか？県からの補助とかはだめです

か？  

・各係主任の先生の、一生懸命に指導してくださっている話をお聞きして、南校の生徒も頑張っている様子が分

かりました。南校がより良い学校を目指して行けることと思います。宜しくお願いします。 

・本日初めて参加しました。長野南高校の日常活動等が知ることが出来ました。今後は回数を重ねて参加したい

と思います。 

・挨拶ができることが伝統になってきているのかと思います。生徒会、職員の皆様には続けて頂ければ幸いです。

今井駅からのバスについて、調査等課題ですね。募集定員を増やしましょう。 

・子どもたちの登下校について意見が出ていました。音楽を聞きながら自転車に乗っている生徒が沢山いる様に

思われます。歩道がないので危ないかと思われます。先生方からも声掛けをお願いします。地域の方々に温か

く見守られていることに、凄く感謝しました。学校内がとても綺麗に清掃されている、挨拶がとてもきちんと

出来ていると言っていただき、大変うれしく思いました。 

 


